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論文の内容の要旨 
（目的） 
 本論文では、障害児の教育場面において生態学的妥当性が高いことが推測される唾液バイオマー
カーに着目し、特に、自閉症児、肢体不自由児、病弱児を対象とする特別支援学校の実際の教育場
面における唾液バイオマーカーの特性を生理学的に明らかにすることを目的として、以下の 3 点に
ついて検討を行った。 
1. 自律神経系の特異性が報告される自閉症児について、【研究 1】唾液アミラーゼ活性値（以下、
sAA 活性値）を用いた交感神経系の活動評価の妥当性を検討し、【研究 2】自閉症児の学習場面に
おける sAA 活性値の特性を明らかにする。 
2.【研究 3】コミュニケーションに重篤な困難がある重度・重複障害児について、特別支援学校の
医療的ケア時の急性ストレスの評価における sAA 活性値の特性を明らかにする。 
3.【研究 4】慢性的に心理的ストレスが高いことが報告される小児がん患児について、慢性ストレ
スの評価における唾液バイオマーカーの特性を明らかにする。 
 
(対象と方法) 
【研究 1】 
自閉症の児童 7 名について、対象児の在籍校で毎日同時間帯に行われる身体活動に際して、活動
前と後に sAA 活性値、心拍数（以下、HR 値）の測定を行い、前値と後値の比較を行った。あわせ
て、活動中 2 分毎の運動強度も測定し、それぞれの変数の関連を分析した。 
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【研究 2】  
自閉症の児童 13 名について、対象児の在籍校で毎日同時間帯に行われる学習の内、「朝の会」と
「個別学習」について、学習の前値と後値の sAA 活性値、HR 値を測定し、前値と後値の平均およ
び分散を比較した。 
【研究 3】 
重度・重複障害児の内、「咽頭より手前のたんの吸引」を必要とする児童・生徒 12 名を対象とし
て、ケアの直前および直後に sAA 活性値、HR 値および酸素飽和度（以下、SpO2値）を測定し。
それぞれの前値と後値を比較するとともに、各 phase ごとの変数の関連を分析した。 
【研究 4】 
小児がん患児 5 名を対象とし、朝の始業前、昼休み、放課後に、sAA 活性値の測定、及び、唾液
採取を行い、sAA 活性値と唾液コルチゾール濃度（以下、sCORT 濃度）の日内変動を分析した。
さらに、唾液採取日には、保護者が対象児の気分を POMS 短縮版によって評価し生理学的変数と
の関連を分析した。 
 
 (結果) 
【研究 1】 
学習後の sAA 活性値、及び、HR 値の有意な上昇、HR 変化量と学習後値測定直前 2 分前の運動
強度との相関に有意傾向が認められた。一方、sAA 変化量は、高運動強度群にのみ学習中の総運動
量との間に有意な相関が認められた。 
【研究 2】 
どちらの学習場面でも、sAA 活性値および HR 値の前値と後値の平均に有意差は認められなかっ
た。個別学習場面の sAA 活性値の学習後の分散にのみ、有意な収束が認められた。 
【研究 3】 
ケア後の sAA 活性値の有意な上昇、 SpO2 値の上昇傾向が認められた。また、ケア前の SpO2
値と sAA 活性値の間にのみ負の相関が認められた。 
【研究 4】 
 唾液中コルチゾール濃度（以下、sCORT 濃度）には日内変動が認められたが、sAA 活性値には
明確な日内変動は確認されなかった。  
(考察) 
【研究 1】 
交感神経系が十分に亢進している状況下においては、sAA 活性値は自閉症児の一定時間の交感神
経系の亢進を忠実に反映し、評価指標としての妥当性が明らかになった。 
【研究 2】 
 自閉症児の個別の学習場面では、児童の覚醒水準が学習に適した水準に調節された可能性が推測
され、sAA 活性値を用いることで、HR 値では観察することが困難な交感神経系の活動変化を把握
できることが明らかとなった。 
【研究 3】 
 重度・重複障害児に対する教職員による医療的ケアでは、sAA 活性値はケア前の低酸素状態にお
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けるストレスを反映すること推測されたが、酸素状態が安定した後も、sAA 活性値はより高値を示
し急性ストレスの状態が明らかになった。 
【研究 4】 
 集中的なステロイド剤投与が行われていない小児がん患児においては、sCORT 濃度を用いた慢
性ストレス評価が妥当である可能性が明らかになった。また、先行研究の健康児のデータとの比較
から、小児がん患児は慢性ストレスが高いことが推測された。 
一方で、sAA 活性値には日内変動が認められず、先行研究の健康児のデータに比べて低く、日中
分泌量の少なさが慢性ストレスの高さを反映していることが推測された。 
以上から、いずれの唾液バイオマーカーも小児がん患児の慢性ストレスを反映している可能性が
示された。 
【総合考察】 
  本研究では、異なる障害種を対象とする特別支援学校の児童・生徒について、教育場面におけ
る唾液バイオマーカーの特性を明らかにし、それぞれの対象児において、今後の教育場面での利用
の可能性が推測された。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
  
現在日本では、医療の進歩に伴い教育現場における障害児の原因の多様化・重度化が指摘されて
いる。特にコミュニケーションが困難な障害児において、その生理学的な情報を非侵襲的な方法に
より把握し、教育内容にフィードバックするための客観的指標が求められ、その一つとして唾液バ
イオマーカーが注目されている。本研究は、今後、対象とする障害の種類や重症度、個々の教育内
容をより詳細に考慮した対象やサンプルサイズの増加などにより、さらに継続的な検討を重ねてい
く必要性が認められるが、唾液バイオマーカーの特性に関し、様々な障害児を対象として実践的な
現場において生理学的に調べ、はじめて明らかにした研究成果には大きな意義がある。 
平成 25 年 9 月 3 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
